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　本研究のデータは，2016 年から 2017 年にかけて
計 6 回行われた奈良公園における，短期的かつ断続
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して，次の 2 点をあげた．1 点目は，奈良公園にお
けるヒトとシカの関係を恒常的に維持し，日常を形
成するような「流動性」である．2 点目は，双方の「無
理解・無関心」である．無理解・無関心であること
は，鹿害に関する地域の葛藤や愛護の難しさを常態
化させてきたが，同時に，ヒトとシカが共にいる奈
良公園の景観の維持や，システムの形成にも関わる．
　以上の 2 つの性質を持った関係性においては，「観
光客」と「奈良のシカ」という存在のもとにヒトと
シカの相互行為が行われていた．観光という関係の
伝達を行う過程で，双方が自らを種へ帰属させるこ
とにより，それぞれの存在は維持されている．しか
し，行為を遂行するのは個と個であり，生身の身体
を伴った相互行為からは予測不能な他者の姿を見出
すことになる．
　観光を関係性から捉える視座は，観光における種
の相互依存性と創造，あるいは逸脱について考察を
行うことへと通じるのである．■
